
学校施設（都立高校）の整備について

第１ 監 査 の 結 果

○ 耐震性の確保・向上を図る各事業は、実施計画に沿って進められているものの、耐震補強

事業については、今後、改築等他事業との整合や進行管理の充実など十分検討し、着実に推

進する必要がある。また、耐震診断結果などに基づき実施順位を適切に設定、施工すること

により事業効果を高めるとともに、Ｉｓ値などの有用な情報を一元的に把握・整理する必要

がある。

○ 改築、改修等の設計・施工に当たっては、バリアフリーの理念を十分踏まえ、誰でもが利

用しやすいように、更にきめの細かい配慮が必要である。

第２ 事 業 の 概 要

教育庁は、平成９年９月、都立高校が抱えるさまざまな課題を解決するとともに、都民の高校

教育に対する期待に応え、都民に信頼される魅力ある都立高校の実現を目指す「都立高校改革推

進計画」を策定した。本計画は、計画期間１０か年（平成９年度～平成１８年度）の長期計画と

「 」（ ） 。当面の具体的な計画である 第一次実施計画 平成９年度～平成１１年度 で構成されている

その後、平成１１年１０月 「第二次実施計画 （平成１２年度～平成１４年度）を策定してい、 」

る。

この計画のなかで、学校施設の整備は、①校舎の改築の推進、②大規模改修及び耐震補強の推

進、③増築・改修等による整備、④既存校舎の整備充実、の４事業に区分されており、それぞれ

の計画に基づき事業が進められている。各事業の概要は、以下のとおりである。

なお、都立高校の総数は、平成１４年４月現在、２１２校（施設数２０８校）である。

１ 校舎の改築の推進

老朽化が進み、耐久性、耐震性が著しく低下している校舎等を建て替える事業であり、第一次

及び第二次実施計画では、計１１校の工事着手が予定されている。

多様な学習形態に対応できる教室、多目的な特別教室など教育内容・方法の多様化や快適な空

間、ゆとりの空間など豊かな教育環境づくりに配慮して実施している。施工には通常、３か年程

度を要し、必要に応じ仮設校舎を設置している。

２ 大規模改修及び耐震補強の推進

（１）大規模改修事業

建築後１５年以上経過した校舎等を対象に、教育環境の整備と耐久性・耐震性を確保する事

業であり、実施計画では、計８校の工事着手が予定されている。

改修内容は、一般的に外壁・屋根や内装の改修、設備配管や身障者用エレベータの設置など

であり、施工には通常、２か年程度を要し、仮設校舎を設置し、順次行っている。



（２）耐震補強事業

阪神・淡路大震災を契機に、災害時における生徒の安全確保と避難所に提供することを目的

として、耐震性の低い校舎を対象に、柱や壁などを補強し耐震性を確保する事業であり、実施

計画では計２４校の工事着手が予定されている。施工は通常、夏休みを利用して行っている。

これら二事業で行う耐震補強については、予備的な耐震診断調査を基に対象校を選定し、以下

の耐震補強計画が定められている。

なお、耐震補強の目標はＩｓ値０．７としているが、平成１１年度までは暫定的に０．７５と

していた。

① 耐震補強第一次計画

平成８年２月に策定し、Ｉｓ値が０．２５以上０．４未満の校舎がある３７校を対象に、別

途、補強方法を含め詳細な耐震診断を行い、平成８年度から平成１３年度の６年間で実施する

こととしていた。このうち、３２校が「都立高校改革推進計画」の実施計画に盛り込まれ、そ

の差５校は、平成８年度に着工した２校と実施計画期間後の着工となる３校である。

なお、Ｉｓ値が０．２５未満の３０校は、改築事業で対応することとしていた。

② 耐震補強第二次計画

平成１３年１月に基本方針を策定し、改築事業で対応するとした３０校のうち改築済等の１

２校を除く１８校、及びＩｓ値が０．４以上０．６未満の３４校、計５２校を対象に、平成１

４年度中に耐震診断を完了させ、具体的な実施計画を策定することになっており、平成１８年

度の完了を予定している。

なお、体育館の耐震性確保については、これまで高等学校体育施設整備事業で対応してきた

が、耐震補強第二次計画に取り込み、補強を実施していくこととしている。

（注）Ｉｓ値とは 「構造耐震指標」の通称である。建物の耐震安全性を表す指標で、建物、

の持つ基本指標に建物形状や経年変化の影響を考慮して算出される。

Ｉｓ値は数値が大きいほど耐震性が高くなり、０．３未満の場合は望ましい耐震性能

を有していない、０．３以上０．６未満（従来は０．２５以上０．４未満）の場合は耐

、 ． 、 。震性能が疑わしい ０ ６以上の場合は望ましい耐震性能を有している とされている



３ 増築・改修等による整備

新しいタイプの学校（単位制高校）に対応するため、校舎等の増築、教室の改修等を行う事業

であり、実施計画では、平成１２年度から３校の工事着手が予定されている。

４ 既存校舎の整備充実

多様な選択科目の開設及び生徒の自主的な学習意欲に対応するための小教室や、進学等の自習

室を整備する事業であり、実施計画では、計２５校の工事着手が予定されている。

第３ 監査の対象、観点、範囲及び期間

今回の監査においては 「都立高校改革推進計画」の「学校施設の整備」について 「大規模、 、

」 、 （ ） 、改修及び耐震補強の推進 を中心に ５年間 平成９年度～平成１３年度 の事業を対象として

①事業計画及び進ちょく状況は適切か、②教育環境の向上に十分配慮しているか、③防災性への

配慮は十分かの３つの観点から、技術的側面にも留意して評価を行った。

また、実地監査は平成１４年９月５日から同月１８日までの期間において、教育庁を対象とし

て実施した。

第４ 事 業 評 価 の 結 果（観点別）

１ 事業計画及び進ちょく状況は適切か

事業計画及び進ちょく状況は適切かの検証は、①各事業の執行状況、②耐震性の確保・向上の

２つの視点から行った。

（１）各事業の執行状況について

平成９年度から平成１３年度までの５年間における、校舎の改築等各事業は、合計で６１校

の新規工事が計画され、実施では６５校の工事に着手している。平成８年度以前に着手してい

、 。 、た改築工事等を合わせると ８３校の工事が進められている 各事業別の計画及び執行状況は

表１のとおりである。

計画で対象となっている、新規に着手した工事等事業費の予算額は、合計で６１８億５,２

００万余円、決算額は合計で５３９億９００万余円、執行率は約８７％である。各年度別の事

業費は、表２のとおりである。

事業別に内容を見ると、改築事業は、計画で７校、実施においては１１校の工事に着手して

いるが、その差４校の内訳は、平成８年度以前に準備が進められていた２校及び平成１４年度

予定を繰り上げて着工した２校である。大規模改修及び耐震補強事業では、計画と比較し、大

規模改修の着工が２校減であるが、耐震補強事業が２校増となっており、合わせて３２校の工

事に着手している。各事業は、一部に差異があるものの、全体としては「都立高校改革推進計

画」の実施計画に沿って進められている。



（表１）学校施設の整備（都立高校）年度別着工数一覧

第一次実施計画 第二次実施計画

事業名 平成 9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 合計

計画 実施 計画 実施 計画 実施 計画 実施 計画 実施 計画 実施

(15) (12) (11) ( 9) (12) [25]

①校舎の改築 0 1 3 3 3 3 0 1 1 3 7 11

( 6) ( 6) ( 3) ( 3) ( 3) [10]

② 大規模改修 2 2 2 0 2 2 1 1 1 1 8 6

( 5) ( 7) (12) ( 9) ( 9) [26]

耐震補強 5 5 5 7 5 5 5 5 4 4 24 26

( 2) ( 1) [ 2]

③増築 改修等 － － － － － － 2 2 0 0 2 2・

④ 既 存 校 舎 の ( 5) ( 5) ( 5) ( 5) [20]

整備充実 － － 5 5 5 5 5 5 5 5 20 20

(26) (30) (31) (28) (30) [83]

合計 7 8 15 15 15 15 13 14 11 13 61 65

（注）１ （ ）は、前年度以前に着工し、工事継続中の学校数を含む。

２ [ ] は、対象期間に工事を実施している学校の実数である。



（表２）学校施設の整備に関する年度別事業費一覧

（単位：百万円）

事業名等 9 10 11 12 13 合計平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

(24,664) (11,381) (10,600) (11,752) (15,547) (73,946)

①校舎の改築 予算 1,037 4,342 8,996 10,278 15,128 39,783

(23,378) (10,405) (9,708) (10,660) (14,131) (68,282)

決算 937 3,659 8,134 9,244 13,749 35,725

(7,277) (6,974) (4,975) (3,850) (3,563) (26,641)

②大規模改修 予算 3,378 4,385 4,818 3,850 3,563 19,995

及び耐震補強 (5,674) (5,313) (4,262) (3,351) (3,093) (21,694)

決算 2,398 3,264 4,148 3,351 3,093 16,257

(1,169) (540) (1,709)

③増築.改修等 予算 － － － 1,169 540 1,709

(1,105) (534) (1,639)

決算 － － － 1,105 534 1,639

(93) (91) (89) (89) (363)

④ 既 存 校 舎 の 予算 － 93 91 89 89 363

整備充実 (67) (81) (77) (60) (286)

決算 － 67 81 77 60 286

予算 (16,270) (20,436) (15,216) (10,782) (5,212) (67,915)

その他 決算 (13,427) (19,013) (12,674) (9,805) (4,608) (59,529)

(48,212) (38,885) (30,884) (27,642) (24,953) (170,576)

予算 4,415 8,820 13,905 15,387 19,322 61,852

(42,480) (34,800) (26,726) (24,999) (22,428) (151,433)

合計 決算 3,336 6,991 12,364 13,778 17,438 53,909

(88%) (90%) (87%) (90%) (90%) (89%)

76% 79% 89% 90% 90% 87%執 行 率

（注）１ 事業費（下段）は、計画で対象とする、新規に着手した工事等事業費である。

２ ①～④の（ ）は、平成８年度以前に着工した工事等を含む事業費である。

３ その他の（ ）は、養護学校の整備、高等学校の修繕等事業費である。

４ 金額は、表示単位未満を切り捨てているため、合計と一致しない場合がある。



（２）耐震性の確保・向上について

ア 耐震補強事業の着実な推進について

平成１３年度末現在、今後補強を必要とする学校は、耐震補強第一次計画の未着工の３校

と同第二次計画対象５２校の計５５校である。

学校の耐震性確保・向上を早期に図る耐震補強事業は、生徒を災害から守るとともに、多

、 。くの学校が指定されている避難所機能を確保する面からも 極めて緊急性の高い事業である

ところで、平成１８年度までに５５校の耐震補強を実施するには、これまで大規模改修を

含め年間約６校であった新規着工を大幅に増やさなければならない。また、学校施設の整備

に関する事業費の過去５年間を見ると、全体の予算額は、表２のとおり年々減少しており、

今後とも厳しい状況にある。

、 、 、耐震補強事業については 今後 改築等他事業との整合や進行管理の充実など十分検討し

着実に推進する必要がある。

イ 耐震補強の実施順位について

耐震補強第一次計画に基づき、補強工事（大規模改修を除く）を実施した学校は、表３の

とおりである。その実施順位について見ると、耐震診断を先行した学校から工事に着手せざ

るを得なかったことなどから、診断結果が実施順位に反映されず、必ずしも耐震性の低い学

校から工事が行われていない。

耐震補強第二次計画では、Ｉｓ値が小さく改築の対象であった校舎及びＩｓ値が０．４以

上０．６未満という耐震補強第一次計画に比較し、Ｉｓ値の大きい校舎を対象とすることか

ら、これまで以上に実施順位に配慮が求められる。

今後、実施計画の策定に当たっては、平成１４年度に完了する耐震診断結果による各建物

のＩｓ値などに基づき、実施順位を適切に設定、施工することにより、事業効果を高める必

要がある。

（表３）耐震補強工事実施校

年 度 学 校 名（○は補強前のＩｓ値が比較的小さい学校）

平成 ９年度 福 生、 東村山、 東大和、 府中東、 ○芸 術

平成１０年度 ○鷺 宮、 日 野、 日比谷、 南葛飾、 城 北、 永 山

平成１１年度 江戸川、 小 岩、○烏山工、 大 島、 江 北、○淵 江

平成１２年度 ○大 泉、○第三商、 墨田工、 竹 台、 ○武蔵丘

平成１３年度 ○蔵前工、 足 立、 三 鷹、 第五商

ウ Ｉｓ値等情報の一元的な把握・整理について

耐震補強等工事では、事前の設計で比較検討のうえ、補強の内容や補強後のＩｓ値などが

定まり、設計図書に記載され、それに基づき施工される。



これら設計図書は各学校で保管されているが、Ｉｓ値などの情報については、事業の進行

管理や施設管理上必要であるとともに、将来の改修を計画する場合などにも極めて有用であ

ることから、所管部署で一元的に把握・整理する必要がある。

耐震性の確保・向上を図る各事業は、実施計画に沿って進められているものの、耐震補強事業

については、今後、改築等他事業との整合や進行管理の充実など十分検討し、着実に推進する必

要がある。また、耐震診断結果などに基づき実施順位を適切に設定、施工することにより事業効

果を高めるとともに、Ｉｓ値などの有用な情報を、一元的に把握・整理する必要がある。

２ 教育環境の向上に十分配慮しているか

教育環境の向上に十分配慮しているかの検証は、①学校施設のバリアフリー化、②教室の冷房

化の２つの視点から行った。

校舎の改築、改修に当たっては、安全で快適な教育環境を確保するため、転落防止用手すりの

取付けや強化ガラスの使用、教室への充分な自然採光・通風・換気、バリアフリー化や緑化など

様々な対策を行っている。また、屋上緑化や冷房化などの課題にも取り組んでいる。

（１）学校施設のバリアフリー化について

バリアフリー化への対応としては、身障者用エレベータ・便所、階段手すり、スロープ、出

入り口等の整備を行うこととしている。大規模改修を実施した６校を現地調査したところ、一

部の学校で以下の事例が見受けられた。

平成１２年度末、身障者用エレベータ・便所などを含む工事が完了している都立高校におい

て、平成１４年度当初に車イス使用の生徒が入学したことから、別途、校舎間移動用スロープ

（８箇所）の設置工事を行っている。さらに、生徒が集う中庭への通路には、依然として段差

（約１５ｃｍ、２段）がある。

また、平成１４年８月に工事が完了している都立高校では、身障者用エレベーターや体育館

の出入り口にスロープなどが設置されているが、校舎から他の校舎などへの通路や体育館内の

ホール、武道場への通路に段差（約１５ｃｍ）がある。

学校は、誰でもが利用しやすいように動線を確保する必要があり、これら段差の解消は、わ

ずかな費用で対応でき、学校全体のバリアフリー化に大きく貢献する。既存施設の場合、様々

な制約があるものの、改築、改修の設計・施工に当たっては、バリアフリーの理念を十分踏ま

え、更にきめの細かい配慮が必要である。

（２）教室の冷房化について

都立高校の冷房化は、パソコン教室（職業科 、音楽教室、視聴覚教室、図書館等が、昭和）

６３年度から平成２年度にかけて、パソコン教室（普通科 、ＬＬ教室等が、平成３年度から）

平成１０年度の期間で整備されているが、普通教室については、一部（交通・航空騒音対策）

を除き冷房化がされていない。



、 、 、普通教室の冷房化については 社会的要望も高く 国においても対応の動きがあることから

他都市の状況や温度測定等の実態調査が進められている。

近年、都市部はヒートアイランド現象等により、気温が上昇傾向にある。教室の冷房化につ

いて、財政状況を踏まえつつ、総合的な観点から検討する必要がある。

３ 防災性への配慮は十分か

防災性への配慮は十分かの検証は、改築等で完成した学校施設の火災・地震への対応について

の視点から行った。

、 。校舎等の学校施設を改築する場合は 重要建築物として耐火性及び耐震性の強化が求められる

火災に対しては、延べ面積等により耐火又は準耐火構造の燃えにくい建築物として造られる。地

震に対しては、柱や壁の必要な耐力を割増す（１．２５倍）など、一般の建築物に比べ耐震性の

高い堅牢な施設となる。

また、大規模改修及び耐震補強では、既存校舎の柱や壁を補強することにより必要な耐震性が

確保される。大規模改修工事を実施した６校の耐震性について見ると、建物別のＩｓ値は、表４

のとおりであり、補強後のＩｓ値は、すべて目標値を上回っている。

（表４）大規模改修工事実施校の耐震補強状況

Ｉｓ値（各建物の最小値）

年度（着工） 学校名 補強建物数 補強前 補強後

平成 ９年度 府 中 ３ ０．１８～０．３７ ０．７８～０．７９

深 沢 ５ ０．１４～０．７０ ０．７６～０．９４

平成１１年度 富士森 １ ０．３５ ０．７６

松 原 ２ ０．４０～０．７３ ０．８１～０．９５

平成１２年度 広 尾 ２ ０．４２～０．５２ ０．７３～０．８７

平成１３年度 足立東 ３ ０．２３～０．６８ ０．７１～０．９１

一方、阪神・淡路大震災を契機に進められた震災対策として、平成８年度から平成１１年度に

かけて、下水管の補強（１９８校 、ガス管の改修（７９校 、プールの水を飲料水とするろ水） ）
．．

（ ） 、 。 、 、器の配備 １９３校 などが実施され 必要な箇所については完了している また 平成８年度
．

生徒のための災害備蓄倉庫が全校に設置され、翌年度にかけて食料、コンロ、毛布等の備蓄が行

われている。

なお、都立高校は平成７年度から、地震時等に被害を受けた地域住民などを保護する避難所と

しての指定がなされ、平成１４年４月現在、１４２校が指定されている。


